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編集室から

数年前，後輩の医師を突然死で亡くした際，私
は葬儀に行かなかった。正確には，行けなかった。

「彼の死を受け入れがたい」というのが当時の自覚
であったが，今振り返ると，おそらく私は，死と
いう事象そのものを受け入れられなかったのだと
思う。診療行為として死の近くをうろついていた
にもかかわらず，死が自分たちの側にもあるとい
う現実を，当時，自身が身体不安を抱えていたこ
ともあり，直視できなかったのである。

本号では，悲嘆の最前線で活動されている方々
から，さまざまな視点の玉稿をいただいた。どれ
も大切な視点であり，表現の違いはあれども，そ
こに流れる思いは共通していると感じた。特に強
く感じた共通点は，「悲嘆から目を背けない」「悲

嘆を抱える人から逃げない」という姿勢であった。
「悲嘆を病理化するべからず」という主張のもと，

精神医学は長く遷延性悲嘆を診断基準から遠ざけ
てきた。その陰で，臨床家は実は都合よく死と向
き合うことを避けてきたのではないか。その背景
の一部には，死に対する自らの恐怖や嫌悪があっ
たのではないか。

遷延性悲嘆症が診断基準に収載されたことは，
臨床家が遷延性悲嘆を診るようになるというだけ
ではない。死別を経験した人を受け入れ，悲嘆に
向き合い，そして自身の恐怖や嫌悪とも向き合い
受け入れることを意味している。本号が，その課
題に向き合うための一助となることを願う。

� （D.F.）

〈出版者著作権管理機構 委託出版物〉　本誌の無断複製は著作権法上での例外を除き禁じられています。複製される場合は， 
そのつど事前に，出版者著作権管理機構（電話 03-5244-5088，FAX 03-5244-5089，e-mail: info@jcopy.or.jp）の許諾を得てください。

2026/09/20 08:49:02


